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Erysiphegraminisojformaespecialesi

それらの宿主との相互関係の遺伝

H 醐 :-LrJi 漁 ･珊 In基 経

緒 口

ITlor(1955)によれば,ある作物の品櫛と病原Jrilの raceが航拙Iigl和こあるときは,.T..1.

肺には 択抗性芯伝子があり,raceにはその折航仕出転子に対応した特別的非病原性jn ･

伝子がある.ところで, 1)モノグサの うどんこ病梢 (E.grammisf.sp.agroj)yri以下

agroL)yn と略す)は カモジグサ庇を 侵すが コムギを 侵さない. =7ムギの うどんこ病蘭

(E･graminisi.sp.iritwi以下 trJltlClと略す)はコムギ屈をイ三すが カモジ/'Jサを 偉さ

たい.こうした formaespecialesとその折王の抗との仲照的孫はどんな仕組にナ⊂ってい

るのであろうか.もし,formaespecialesとそれらの宿主とのlig酎こも F]orの迫伝千

対泊転子説が当てはまるなr-)は.formaespecialesOつ非病原性o)脳伝の仕方から,それ

に対応した宿主の抵抗性遺伝子を推定できるであろう,この研究の目的は,うどんこ病菌

の agrobyriと triticiがr容易に交雑できることを利用し (日柵と部田1968),これらの

formaespecialesのカモジグサおよびコム車に対する柄原性の泊伝をIljlらかにし, それ

によって,forlTlaeSPeCialesとそれらの宿主とcr)柑娘関係の 仕組を推察することであ
ち.

日浦と邪EEf(1973)はこの研究の一昭 として,agro勿′rixtriticiの雄健摘系をコム牢.I.7,

篠に接種した結果を稚1EJlした.今州 よ前岡に仙ったと令 く同じ雑種博系をカモジグサ17

系統に接縄したi.J,果を偶作し,コム牛とカモジ7'サに対する樺棟桁粟から formaespe-

C'lalesとそれらの宿主との相二TTJ開床の什組について考察する.

:'hL伝子対遺伝子説によれば,agroj,yriのコムギに対する非柄原性逝伝了によって, コ

ムギの agroかriに対する抵抗性1'Id伝子を推額できる.しかし,agroか′riはコム=tll'を侵さ

ないからagro抄.iなのではない,賊々が知r)たいのは.agroPyriが/i:ぜ縛り机勺にカモジ

グサ届7tLJ侵すかということである.追伝7-月遺伝子脱ではつぎの3つの飢rT)っ-u-,すな′†)

t),折損牡:柿J酎′E.抑病性 :病原件､および肝掃惟 :非捕原仕の場合病気が起こる,近
化の立場からすれば.柄原llq.上井病原性であるカ㍉ たま'たま宿主が伴r柄件であるため什き

代ってきたとは考えられない.宿主ほい7)んlC折.rFll1/r:を拍†-,絶えず進化しているが,病原

L抑上そんな宿主上で牛き残れるように油症してきたと考えるのがNL'i当であろう.Favret

(1971)も上遺伝子対芯伝子規の新しい.-IurリJを投零した,すなわち,粁病件は常に病原苗の柏

原性退広子の働きの結果として起こる.宿主の机抗性:Ln広子は病原菌か対応した病原性拙

転子封1っているときほ不活性であり,病原菌が対応した非病原性迫広子を持1ていると

きほ活性である. 本旨粧.I-では,Florの遺伝子対地fL一子説を Favretの解釈に従って適用
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した. モた,病原什 (virulence)あるいir.jt'稲原仕 (avirulence)は,)l,7恥鋤 くあるITT一

種あるいは系統を特児的に化すあるいは鎚さない性'Efを息妹し,嫡Jllt))(aggressiveness)

は病原菌がそれぞれの品称あるいは系統をfilす程度を表わすために使った (Plank1969)･

木研恐ニlJl用したjJ-T_ノ,/'サ系統の)llJJJ二当り,iH.･r.../i:ノいモシr/-サの柿 はー[J系統を分.漉していた

だいた京榔大学附勿JjI.雛TiTW･:兜施.1辻の阪本やり州 十に深きちの.伽.憑'.杏.よします.また.)TL人降り)(.lLiFJ上
道出試),高橋 壮 (㍊事大pf･),但鬼明陀 (･','り也.-Jt玖叫1).人M･十･If;(元新潟大一一j･t),久能 均 (≡LrL,人
草).尾添 茂 (島松股試)および松本省､F(九州腿式)の各帽1二から,そ,れぞ九の地域のカ亡ジグサ
株をお送りいただいた.厚くお礼申し上げます.

実験材料および方法

うどんこ病髄は活物再生臓であるから,J7■班 宿主 (蔵初に十のう胞子,iJi安qiL,そこに

できた培兼を保有するために使用する摘主)によって,祁輔船団は決定的選択をうける,
前報告 (日浦と都田 1973)では agroZ)yriの筒系 ALとtriiiciの簡系 t2を交雑し.てき
た雑衛の子のう胞子をカモジグサ葉上で 弔砲子分離したA一桁虎,および コムヤ葉上で:Fjl.

胞子分離したW-培誰の2つの培発根間を使用した.今卜▲･Iも前tLqと まったくIFllじ2つのL:I.
預集団を放った.

接掛 こ使用したカモジグサ属はカモジグサ (AgroJ)yontsukushlenSe∀ar.tranSiens

Ohwi以下 Ag･t･と略す)13系統 およびアオカモジグサ (Agroj妙ronciliareFranchet

以下 Ag･C･と略す)4系統である. これら17のカIt･)グサ系統は, Fl本の各地から収

鮎したカモジグサ40株の中,tntlCaの絹糸 t2には抵抗性であるがagroZ)yriの摘系 Alに

感染型 3以J-_に感激し,I'ii系 A.×博系 t2の雅称に対して,!L二に児なった抵抗性を示 した

系統である.これらの系統は採紫地名を系統名とした (第 1表).なお,本文中榊こカモ

ジグサといった場合は,アオカモジグサも含まれている.

乗除方法は前報告 (日浦と都田 1973)と同じである.

実 験 結 果 と 考 察

E･graTniniSf.叩.triticiのカモジグサに対する非病原性の遺伝

A一倍頚96菌糸およびW一培苑94渦糸をカモジグサ17系統に接柾した結果は 第 1表の

通 りである.感Yjt型3-4および4を病原什 とし,感恐型3以下を なんらかのgI一病原件遺
伝子が関与しているとすると.どaV 'モノ//サ系統に対す,7,非病原性にもいくつかのJ卜榊

原性追伝子が関与していることになる. しかも,17系統は /I二に 興なっF=州,Jt比を;)(して

いるから,17系統全休にLW与する非病原性過転子は かなt)の数となり,カモジグサ系統

にはそれに対応した多くの抵抗性迫伝子が予想される.しかし,第 1蓑では考察を溶錫に

するため,感触型 0-1以下を非病原性,感染唱1以上を柄原性とした.そうすると,W一
培掛 よ3系統上で非病原性 ‥捕原性が 1:1となり,A-1だ袴は 9系統上で 1:1の分相,LY,

示した･17の系統は それぞれ児なった抵抗性を小 している.系統三島を培薦宿主とした
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量l烏 Erysii,hegrami,77Sf･sp･aGrOf,yr2Ln-釆 AlとE.gramimSf.sp.irltlCi
苗系 fことの附 Tl′i･I,T:一 Yサ IT蔀鰍 二は仰したと七･Lr,jr柄It汁1.の分L･W

完モ品ク芸椛名幣 聖 謡 聖 職 ) Å塑 誓 )-幣 雪祭 V,
IJq岬紺T･ Ag.t･'' 3 0 71 ノ.) ()3:1 76 18 () 3:I

潮 氾 l 〝 こう-1 () Li7 .47 2 1:1 45 49 () 1:1

桝 I.L112 〝 ,1 () .) I)1 0 3:1 79 15 0 3:I

日｣ &･ // 4 0 汀,- 二9 0 3:1 68 24 2 3:l

羽 ,TL･
余 敷2

倉 敷3
(T 吸4

I'!'L_- (llr3
I:'' (IIH

〟 r',I 0-(1) 46 49 1 1:1 70 22 2 3:1

I/ 3 0 71 2,1 1 3:1 74 20 0 3:1

(/ 3 0 79 17 0 3:1 73 21 0 3:i

I/ :う 0亘り 75 川 2 3:1 62 31 l 3:J

I/ f (ト1 51 】l n t'l ▲ll 5 2 I 卜 l

I/ 1 () こIm コ() l l一! 7t lり .) :う.I

北 )I) 〟 3 0〔1) 68 :'H O 3:L 39 47 8 L:1

字.1_ 糊. 〝 3-i 0-(7) 7L I?ワ 3 3:1 73 1R 3 3:1

巾 1■l 〝 3 0-()) AI7 LJ9 0 1:L 69 25 0 3:I

岐 -i:日 ABlC,5) 4 0-(I) 47 47 2 lL1 68 25 1 3:1

7L: I,号 〟 :i･｣ O-(り 52 心 L H 71 22 1 3:i

IrY') I日l 〝 3-4 0-L 52 40 1 】:1 75 i7 2 3-1

匹 見 〝 J 0-(I) 47 47 2 】:1 63 25 G 31

1) A一七I,filt'=A.×t2兆組をJJモノブナAglOPyrontsu如ShtenSeVar.iranslenSOhWi系雄
三結集上で印胞子増f卓した 96億系

2) W一糟狛-AIXt2維持をコノ､ギ倍林4号幣 Lでtr'!脇 ｢-措超した94苗木
3) A-非病粁性,∫-.t個性,Ⅴ-病原他
4)Ag.i.-AgropyrontsuhushienseyaT'.lransicnsOhwi.
5) Ag.C.-AgroL)yroncTl2aTeFL.LlnChe[

A-糟盛が なぜ紙抗性のIRlJ:った系統に もよく感渠するのであろ うか.雛1蓑では 7つの

系統がW-培養よりA一倍薄に明らかによく感染 している. これ ら7系統 と系統二島 (A-
培養の培養宿主)に対するW一培養 のJL=病原性の関係は第2蓑の通 りである.

第2兼 W-fl鳩 のyI)モンクサ系統三AIJl,に対す--L非桶同性と他の7系統に
)'tlする非柄J弓て仕との川互側孫
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2) y(3:I)=y系統 I二に拓いて,W-JlhTiの邸JIJ･i蛸牡は3:1の'JI郎-なす,i'
3) AX̂ y-系紙 丈,系統 yに訓捕IiJlll/k i) ⅤェVy-系統 x,系統 yに病I弓lJ{f
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W一群薬の非柄原他 :柄原性は=J !,･上で 1:1,羽.r.tヒで3:1であった.もし.≡(I,と羽

IB･i,こ対するJl病同性)辻伝子,I/･守一こて.rIIl･-なっているとすると,Jt病原性に個する′1つの表現

型は3:1:3:1になるはずである.芽12表の視察結射 よこの漸待伯に適合していない.

もし,羽島に対する2つの非病原性迫転子の中1つは三治,･に対する冶伝子と共通であると

すると,両系統にJド柄附 't･:判f7,i:lけに非病1尉J上.:i'f;J係蹄に柄原牡が 2:1:1と-lCり,.Hミ
鳥だけに都病原性はないはずである.Lかし,I)二眼紙取でく上,わずかではあるが観I'(.'てされ

ている.こ川 上,感触mJ,1u I.,i,病J剰′1-とし/二L/=め､ '日,;二叶Tる･桐向原1JJ=_の分脚が 1:1

に見えたのであって,実際に右上三):.u二は;H島にないi)UJ'L性:luL二子があると考え1i:け九はな

らないようであるが,分離した4偶系を無視すると2:1:1の期待伸 二よく適合してい
ら.第2蒙の一番下に示した ŝosanxCc8は Briggle(1969)に エー-,て, ｢ム1.'.7.柿
Chanceuorに Asosanの択 JJ'L帖出損子が 執入された near-isogeniclineである.それ
ゆえ.AsosanxCc8は Chancellorと共通の拭iJJl性地伝子,i,持っているは ･7:であるが,

Chancellorと AsosanxCc8に対するW一桁逆の分鰍伏批ほ -=Djと羽島のそれに描.めて

よく似ている.これらのW.･果から,_-=.島と羽島は 1つは共通の梢杭性遺伝子f･_Jもっている

といえよう.系統Bfi研4および系統EEl良も号ったく同様である.
A一培養は系統三島によって酔 い分けられたl'山系L,rlr･. 1li:わも,二島の机抗性j出伝.予 に

対 ｢る病原性泊tZ三了せ持った繭糸I汀である.系統 =.L':]とiL,･通の-AtlJt性追伝丁',iJ拍･,た;llJ
払 L'it研4および由良がW-jIT･苑よf)A一増花によく感独するのはそのためである.

系統岐阜 1,芦鼠 岡山1および匹見に対する非病原性と三島に対するそれとは独立の

分W.を示している.しかし,三島だけirこ非病原性のLgq一系が少ない傾向がある,やはり,こ

窮3表 カモ･}グサ9系統に対する∧-i.L.7)'-!の非病原性の川TLrig休 (9系統卜

において,A-1,JkFfの非病拐て性はJi'･iJ的紳兎の分離をする)

Ⅹ
i,モ -) 〆ヱ_罫 紙 j史旦お里重野梨堂矛ミL去遡舞曲亀些

y ^xAy AxVr Vx̂ y VxVy

L:ユ tplr3

Chancellor

2L12

新
羽
比

山

岐
･11

m
咋

新
制

E3
由

料

:3
排
･⊥
･;i
r1

川

比
T,ti?
島

研

･E
tlL

1 26 19 23

28 】7 22

4 41 4 ユ6

25 20 24

1 22 23 27

20 25 24

1 16 2リ L)8

23 26

1 24 20 25

22 22 28

4 2rミ 2R 3I

24 20 25

1 43 1 6

E.;/'j 両 1 34 10 10

匹 tLrJ 41 0 5
ChulxCc8 48 6 8

SonoraxCc8 50 4 5

8

nJ
5

7

4

7

つJ
LlJ
7

4

｢1
〔/
6

2

7

9
】
5

2

2

3

2

2

2

2

り
ー
2

2

2

(ソ】
.d.
｡.
･叫
3

3

1:1:1:lに
対するP

.7- .5

.3- .2

秒 小

.8- 7

.9.- 8

.8- .7

.3- .2

.91)･･一一9

.8- .7

.9- .8

.3- 2

.8- 7

柚

相

棒

旭

,Tt;-I-!7'･研31.i



れらの系統も 二島と共通の‡lWJt惟遺伝子,lf持っているれ 感歎･Tl.i_J.1以上を病原作としたた

め,椀出てきなかったのかL知れない

つぎに,A-培養は9系統上て 1:1の分離をした. これら9系統に対するA一培養の非

病原性の相7T.関係は第3表の通りである.4つの組合.Iっせにおいて顕官な拙伝的関連が認
められる,分離状況から迎鎖が予想される.しかし,つぎにあ)L･T'る叩山によって,打,'3表

の斬yJi:遺伝的関連が主働追(i-I-Iu)迎ST!だけ(･こよるLul)か,あるいは共ITjの非相即Il.u l,-
了などの削 劉こよるものか別らかで加 ､.まず,1)これらの系統上でJF病原比が1:1の

分雌を示すりは,感染型1以上を病原性としたからてあって,実際はいくつかの徴働非病

原性迫伝子が関与していると考えられる.2)関連が認められるのは 同一稚内てある.す

なわも,股間3と!,'5研4ほ stukushienseである.また,㍗,W, 岐阜1,岡山】および 匹

,FTLJは clh'areである,stukushienseの系統と cZ,-liareの系統問には開通は認められない.

3)閑適が認A/)られる ciliareの4系統をどのように組/トR･てJJよく似た分離状況を,l',.す.

4) コムギ晶種に対する非病原性r:rl糾こも周遊が認められるが, コムギとカモジグサに対す

る非病原性Lと即こは関連は認められない. これについては次LTTlの報告で述べる.5)Chulx

Cc8および SonoraxCc8は Chancellorと near-isogeniclinesであるから,共通の

と順めてよく似た分離を示している. 6)E.graminisの染色体は2本といわれている

(KimberandWolfe1966)浴,Hiura(1964)お 1:び Moseman(1966)によれば,通

錦が認められた例は非常に少ない.

以上第 1,2および3表に示した結果をまとめると,苗系 t2のカモジグサに対する非桐

原性にはかなり多くの非病原性退広子が関与し,これら非病原性退伝了にはいくつかのカ

モジグサ系統に対し共通のもの,あるいは連釧したものがある.カモジグサにはそれら非

病原性退伝子に対応した抵抗性池伝子があり,多(の系統間に非通の抵抗性遺伝子が予想

される.摘系 Alにはこれらの択抗仕損(L･子に対応した病原性.退転子がある.

菌系A,×菌系 t2雑種のカモジグサおよび コム半に対する病原性の範囲と感染型との
関係

A一培養およびW一培号抽t17のカモジグサに対する病原性によって,それぞれ86および

77の病原型に分けられる.病原型は病原性の潤和の問視である.他方,雛 1表を 比れば

わかるように,病原性といっても,感染型 4よりもいろんなqll.度の中間性か多い.活狗寄

肘靖では感染型すなわち病原力と考えてよいから,邪種の病原性の範閑とその感染Zp-J_は,

それらの推称がある宿j=とでJl=き残れるかどうかにtr'1二様関係するnH超である,

舞日 英は苗系 AIX閥系 t2維節の jJ七ジ'/1r-17系軌 (第1蓑)および 二7ム:ド30,㌔-.日･r･

(ll浦と部iL11973)に対する病原性の俺mと感髄7型との関係をまとめたものである.カモ

ジグサ17系統に接種した場合は,病原性の機関を-)l･病原性,狭病原性 (1-5系統に病

原性)および広病原性 (6系統以 ヒに病原性)の3階緋に分けた.感染型は低感染型 (感

独型1-1-2),I-l二感染7世U.(感染型2-3)および冨感熱型 (感染型3-4-4)の3附

級に分けた,そうすると,W-倍速を接種した)射 て,病原性の植田が狭い蘭系は偶感/肘tli

といえる.その他の場榊よ,そうした帆 ''･)はあるが,有意な差は認められなかった.

コム=ド30品種に控抑した場領土,病原性の撒凹を非病酎生,狭病卿'_ド(1-6rTTlfTl.に
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病原性),小柄慣性 (7-14.冊 F.に病原性)および広病原性 (15晶 櫛以 Lに蘇JL原性)LT)4

I'･1'.紳 二分けL,こV)Ji;拾 /V,t柑!;1:1′卜叫 屯m-i.ヒ惑肘伸=･:上粥;f;Lな､L''HtJL'//'･認 め r,j~した. ｢Fr･卜

ち,狭病)別姓Lよl糸に出It感梁勲がqyく,広病J尉生潮系にLrLil.'J感敗退が多い.

耶′1ノ､一冊系∧lX偶糸 rH性的な1)モンJ,/サ17系雛およびコムギ30(.I.■■抑二

｣Jl和したとさの仰ql叶の相関L蛸■染哩L･_の柁肖-.

虹過さ一一虹態等望笠lCJ警鮎素離帆物"l予~エ~~~二面系胃sli射た帆物

/)･t-} !''サ lT系統

コ ム =T-1 30ll"JlrlTt

A-..･･てL･,iI.13!,冒
()

＼V-1.･lTlr,_ l- 5
(う～t3

･ -∴
A-ナLW 7-1_I

3 r)

,H l5日

52 ∠17丁

4 0

15 113
1r; 36Lq

i)4 0
49 113
1R 178

15-29 5 95

11 5 111-6 29 1()7
7-1Ll 31 325
I5-30 29 54iI

妙7r'博 覧鯨感染型1-l-22-33-4-4
55:1 ′127 2()
.170 /M7 3:i

.r:)5 Lq･- ,107 :i.5

4:弓51- 492 7 3

70.8*事 29 2 0 0**

47,8 49 .4 2 .8

44.2榊 46 3 9 5約

62.rl.柑 27.1 10 .3**

43.7-* :1̀1.8 21.5 ･中 と

33,1榊 34 .0 32 ,9Tt*

*5%で柄特LH.!ヒO.)低捌口即こ有怒;て.1あり, 紳 1%で柄l即ヒの範LJB間に市恵乃あり.

コム寸fd占概に対してItこのような肝的な傾向が認められるのに,カモジグ+)-に対しては

下意差が認められないのはfLEにゆえであ7Jうか.すず第 1(/-I_,雛1蓑に示したように,釈

試カモジグサ系統は閣系 Alに対して感熱型′tを示すものが 少なく,ほとんどが 感野 で11
3あるいそt3-4である.しかも珊系 t三に完全な抵抗性で なく,感染 )型O-(1)あるいは

0-1のものが多い, このため,AIXt三価都の感染型に佃がなく,感熱型の識別が川野て

あった.コムド30.I.I;l鹿は ほとんどが蘭系 Alに感歎塑0, 簡系 t2に感数理4であった,

第2に,カーT:ジクサでは播櫛から様態耳での期間が長く,供試折の感受性が環境の影轡L+T

受けやすい.Tt'た舶2-3mmの第1姫上での感染型の判定はかなりrjsj輝である,uLの

ようFC鞄Thで,カモジ'/サでく上 Lムキ:の1-FJ合のLtうな抑拝な帥向は認められなかったと思

われるが,異斡け料およびプブ法を選べば,コム*-/の場合と同様の現象が認められると考え

る.

formaespecialesとそれらの宿主との相互関係の仕組

jJ-i-ジグサの17の系統および系統｢ J.I.I,に吋し,agroPyr之U)偽系 Alは病原性であるが,

triticiの菌系 t:lはJi病原性である. もし, 菌糸 Al′と苗系 t2の差が ただ1つの三El排出
広子の働きであれば,系統=,島を培起債工としたA一相克96捕系It,i17系統すべてにも病
原性てなければならない.突輪結果は 17系統すべてに射 l福原性から17系統すべてに病原

比までいろいろである.このことは,すでに述べたように, カモジグサほ拘系 t2に対し

ていろんな抵抗性迫伝TL(持っているが,絹糸 Alはそれらに対応した病劉生追伝TkcJTL.i-I
っていると考えに)丸る.
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Cotterと Roberts(1963)は Pucciniagraml'nisavenaeと P.graml'msagrosilLdlLs

との雑種菌糸を使って,従来北さび病に椛柄性と考えられていた多くのエソ/＼ク品鶴から
抵抗性遺伝子を検出した.Sanghiと Luig(1971)も兇常な非病原性迫tL､子を持った P.

graminisの曲系 (P.graminiSf.sp.trit糾:Zと f.sp.secahsの雑iri)を依って, コム

ギIr.iト健 Mentanaから5つ,Yaltaから4つの黒さび病抵抗性遺伝子を搬告している.筆

者らも曲系 A.×菌糸 [2の雑種を使って, うどんこ病に粧病性のコムごド品種L恒こ,菌糸 t2

には醒病性であるが 蘭系 Alには抵抗性の退伝子が 多数あることを確認している (未発

義),これらの事実から,椎病性といわれている.'"1-秒 こも他の formaespecialesに対し

てほいくつもの抵抗性遺伝子があることがわかる.

この突放に使用した17のカモジクサ系統の うどんこ病に対する批抗性遺伝子について

は,宿主の交配による直度的分析は行なっていfJ:いが,これまでに述べた実験結果から,

つぎの作男仮説が心き出される,1)formaespeciales慨の差は 病原性に 関与する多く

の迎伝子の差の貼札である.2)粒病性とい)っれる宿二日 ,うどんこ絹に対するいろんな]]モ

抗性迎伝子&･はっており,これらの祇抗仕出伝子は同一の塵あるいは加の系統車に兆過 し

て存在する有りふれたもq)である.3)それぞれの凱fJ'L船 出伝子の 作用力心 j恥､が,それ
ぞれ1-J=異性があり, うどんこ病蔵の非病原性追出すとのr闘こFlorの追広子対iJB伝子説が

成立する.4)宿主のすべての鉱坑性3日広子に対応した病原性'B転子かあるとき感典型 4

となり,虹抗性逝lLi子に対応した非病原性泊広子の親(Ti-)せか多いt三ど病原性の穐淵は狭

く,低感染型 となる,

この(/i-兼仮説にiLづいて,宿主とformaespecialesの維虹との闇孫を示すと拍5衰t/)

ようになる.

JLJさ5末 1lL･l一主の低i/rL性伯山千里とformaespecialesr''jlI#位u)非的肝性過しく+盟との15U採

I(rp･lH二0)過し了型

RIRIR2772

1elRIRaR3

K2K2R3H3

RIRIR2R2R8R〕

VIVEl/3XAIA巴A3に転ける維flTlのjiil'JTイqJ
Vlt′oV3 l′.V｣ノl3 t′lA21′J t′lAl_.LilALV2V3 AIV2AaAIA2V3Ali12A.i

V

Tl
I

I

V

V

V

V

一l

V

I

I

∫

1

A
∴

I

1

V

I

A

A

A

AA

I

A

⊥

I

A

I

A

R,.-一概抗性辿(î-千, Vll,-捕肝性j鮎は子,A7F非柄即仕出k子,V-柄rlli(性,1-rllTE≡目性,
A-非病原性,AA-i'.jj&;非柄原性

第5表は最も･冊屯な例として, 摘iに3抑軌u)机抗iJJ=-:.ATL;子 Rl,I?2および R3がある
城,′TのIL･デルである.そかそれの借上は少なくとし2つLJLLu)机抗拙心広子をj-I-3っている

とすると, 宿=Lu)抵抗性追伝子型は 4種矧となる.非病原性の formaspeciallSa):I出伝
子塾は AIA2A8であり, 病原作の formaspeciausの池広子型は VIV2Vaである.そう

すると2つの formaespecialesの親板の 遺伝子盟l上折5表 のように8種別となる.1

つa)抵抗性迫ljl子とそれに勅 占した 井病原性冶kT･のflLlTわせR-Aがあると中rul性 (感

染型 1,2あるいは3)となり,2姐のR-Aがあると非病原性 (感染]TP.0-1),3飢以⊥の

R-Aかあると高度非病原性 (蛸凱型0)とたり, 1-べての釦侶 っせがR--VC)とき柄原性

(感狼児3-4あるいは1)となると-lbる.そ･-)-i-/Jと,弟5袈U)jJli原性 :JIll･'批L･-Jl:.jll抑
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第6rk モデルにおける感染型の抑圧と蛙梯襲験で得た感染型の線度との比較

モ デル kよび奨験 の 杭放 病原性 中間性 非病床性

7EL'主の抵抗性迫伝子が3樽柿としたモデル
7Lrl主の抵抗性i牡lz王子が4篠顕としたモデル

宿主の抵抗性追放子が5価額としたモデル

カモジグサ17系統にA-培祁96儲系を扱粧した勘合

jJモンクサ17系統にW-培鵡94菌糸を路的した槻合
コムギ30,F..L..槌にA-J'L'･必96滴系を抜8Ti_した掛合
コムギ30.1..■.掛こW-糖衣94-幽界を株価した協合

22 47

19 43

)6 39

1 37

コ コS

0.5 】3

9 コ6

8

･l

(ソ】
0

9

8

2

2

3

つJ
4

⊂J
l

⊂J

高度非
病原性

⊂J

3

7

3

2

1

CO
3

｢-一
2

｢1
6

｢l

性 :高度非病原性は 22:47:28:3となる.もし抵抗性迫伝子を 4あるいは 5種類と想定

すると. 第 6蓑に示 したように,17のカモジグサ あるいは 30のコムギ品種に闇系 AIX

苗系 t之の雅樫を 接種 した結果に ある程度近づいて くる.第 5表では 抵抗性迎伝子の舶勘

に関係な く, すべてのR-A鮎合わせの作用力を均一に扱った. 実際には抵抗性泊伝子の

稚規によって R-Aの作用力はそれぞれ異なっているであろ うし,非病原性遺伝子間に連

鎖 もある.また,第 5豪は,同一のlljf,の宿主は一方の formaspecialjsにはすべて抵抗性

であるが他方の formaspecialisにはすべて 罪病性 とい う最 も嘩純な場合のモデルであ

る.釆際I･こは, 各地から収集したカモジグサは同じ tsukushienseで も薗系 Alに抵抗性

の系統がかな りあった. また tsukushienseおよび czllare以外の Agrohyron9種にも
苗系 ALをは種したがすべて抵iJlL性であった. それゆえ宿主 の).._FJとその formaspecialis

との関係はより俊邦である,

摘 要

カモジグサの うどんこ柄杓 EryszbhegrammlSf･sp.agrot'yr茅 のl岩1系 A.と_Jム十の

うどんこ病菌 E･graminis∫.sp･irlticiの歯系 t2 との邦従をカモジブサ 17系統に抜擬

した結果を報IljLた.この接鹿結果から,カモジグサの うどんこ病歯 agroz)ylに脚 剤生

のカモジグサ系統にも コムギの うどんこ病菌に対 しては, い くつ もの 抵抗性遺伝子があ

り,大抵のカモジグサ系統は来迎の抵抗性追伝了･ta/揮 っていることが推察された.また,

供訊北棟菌糸のカモ･)プサあるいはコム-ll-iこ対する病原性の穐r胡と感染型 との間に平行的

関係が認められた.すなわち,病原性のl%uqが狭い曲系はど低感染型 (感染型 1あるいは

ト 2)を示すことが多かった.これ らの餌巽から,formaespecialesとそれ らのI(i,1･｣二と
の｣lll1二ug榛の什釦について作文仮説を捉廿日ノた.
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